


立川市特別支援教室等利用判定審査会規則の一部を改正する規則

立川市特別支援教室等利用判定審査会規則（平成28年立川市教育委員会規則第11号）の一部を次のように改正する。

次の表中、下線が引かれた部分については、改正前を改正後のように改める。

改正後 改正前

立川市特別支援教室利用判定審査会規則

（設置）

第１条 立川市立学校設置条例（昭和38年立川市条例第66号）別表に定

める市立学校の特別支援教室の利用の開始又は終了（以下「利用等」

という。）に関し、教育委員会が必要な事項について調査及び審議

（以下「調査審議」という。）をするため、立川市特別支援教室利用

判定審査会（以下「審査会」という。）を設置する。

（所掌事項）

第２条 審査会は、教育委員会教育長の指示に基づき、次の各号に掲げ

る事項を処理する。

(1) 特別支援教室の利用等に係る調査審議に関すること。

(2) ……略……

（利用等の申請）

第７条 利用等を希望する児童又は生徒の保護者（以下「保護者」とい

う。）は、特別支援教室利用申請書（第１号様式）又は特別支援教室

利用終了申請書（第２号様式。以下これらを「利用等申請書」とい

う。）に、審査に必要な客観的資料を添えて、在籍校の校長を通じて

教育委員会に提出するものとする。

２ 在籍校の校長は、前項の規定により保護者から利用等申請書の提出

があったときは、当該児童又は生徒及び保護者との面談、当該児童又

立川市特別支援教室等利用判定審査会規則

（設置）

第１条 立川市立学校設置条例（昭和38年立川市条例第66号）別表に定

める市立小学校の特別支援教室又は通級指導学級（以下「特別支援教

室等」という。）の利用の開始又は終了（以下「利用等」という。）

に関し、教育委員会が必要な事項について調査及び審議（以下「調査

審議」という。）をするため、立川市特別支援教室等利用判定審査会

（以下「審査会」という。）を設置する。

（所掌事項）

第２条 審査会は、教育委員会教育長の指示に基づき、次の各号に掲げ

る事項を処理する。

(1) 特別支援教室等の利用等に係る調査審議に関すること。

(2) ……略……

（利用等の申請）

第７条 利用等を希望する児童の保護者（以下「保護者」という。）

は、特別支援教室等利用申請書（第１号様式）又は特別支援教室等利

用終了申請書（第２号様式。以下これらを「利用等申請書」とい

う。）に、審査に必要な客観的資料を添えて、在籍校の校長を通じて

教育委員会に提出するものとする。

２ 在籍校の校長は、前項の規定により保護者から利用等申請書の提出

があったときは、当該利用等申請書に在籍校指導開始所見（第３号様



は生徒の行動観察等を行い、当該利用等申請書に特別支援教室指導開

始所見（第３号様式）又は特別支援教室指導終了所見（第４号様式）

を添えて教育委員会に提出するものとする。

３ 教育委員会は、第１項の規定による申請があったときは、可否を決

定し、保護者に通知するものとする。

式）又は在籍校指導終了所見（第４号様式）を添えて拠点校の校長に

提出するものとする。

３ 拠点校の校長は、前項の規定により提出のあった書類に基づき、当

該児童が在籍する学校の特別支援教室等において当該児童及び保護者

との面談、当該児童の行動観察等を行い、指導担当校指導開始所見

（第５号様式）又は指導担当校指導終了所見（第６号様式）を作成す

るものとする。

４ 拠点校の校長は、第２項の規定により提出のあった書類に指導担当

校指導開始所見又は指導担当校指導終了所見を添えて教育委員会に提

出するものとする。

附 則

この規則は、令和元年５月30日から施行する。


















